






び病型，排菌状態や薬剤耐性等について検討した．2007 年４月から 2017 年３月までに当院
呼吸器内科外来を受診した外国人結核患者 12 人を対象とした．男性９人，女性３人で，10



































































合 は 6.5％と 四 国 で 最 も 高 率 で あ っ た２）． 四
国の他三県に比べて，交通の利便性や外国人
留学生の受け入れなど様々な要因があると考









症例 年齢・性 職業 受診理由 合併症 出身国 発症時期 病名 分類 排菌 抗結核薬
１ 34 歳男 労働者 症状有り ネパール 入国後１年以内 脊椎結核 ０ 脊椎膿瘍培養陽性 感受性あり
２ 23 歳女 労働者 症状有り 中国 入国後２年以内 肺結核 ℓⅡ２ ガフキー１号 感受性あり




４ 64 歳男 無職 症状有り 糖尿病 中国 不明 陳旧性肺結核 ℓV２
５ 31 歳女 無職 症状有り フィリピン 不明 肺結核 b Ⅱ２ 喀痰培養陽性 INH 耐性
６ 37 歳男 労働者 症状有り フィリピン 不明 潜在性結核感染症 ０ IGRA 陽性




８ 21 歳男 学生 検診異常 ネパール 入国前 陳旧性肺結核 bV２




10 48 歳女 無職 症状有り フィリピン 不明 肺結核 b Ⅲ１ 喀痰培養陽性 感受性あり
11 19 歳男 学生 検診異常 ネパール 入国後３ケ月以内 肺結核 ℓⅡ２ ガフキー５号 感受性あり
12 24 歳男 労働者 症状有り ベトナム 入国後２年以内 肺結核 ℓⅡ１ ガフキー５号相当 SM，INH 耐性
表２　外国人結核患者の背景
性別 年齢（歳） 職業 喫煙歴 受診理由 免疫不全合併
男 ９ 10～19 ２ 学生 ４ 有り ４ 症状有り 10 有り １ 糖尿病
女 ３ 20～29 ４ 労働者 ５ 無し ８ 検診異常 ２ 無し 11
30～39 ４ 無職 ３
40～49 １
50～ １
出身国 発症時期 病名 排菌 結核分類 感受性
ネパール ４ 入国前 １ 肺結核 ６ 有り ５ ０ ２ 有り ５
フィリピン ４ 入国後３か月以内 ３ 陳旧性結核 ２ 無し ７ Ⅰ ０ 耐性 ２ INH 耐性，SM ＆ INH 耐性
中国 ３ 入国後１年以内 １ 結核性胸膜炎 ２ Ⅱ ４
ベトナム １ 入国後２年以内 ２ 脊椎結核 ２ Ⅲ ２
入国後５年以上 １ 結核性腹膜炎 １ Ⅳ ０
不明 ４ 潜在性結核感染症 １ Ⅴ ２
Pl ２
10
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部会（2017 年 10 月，広島）で発表した．
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